
２３０711FM資料

7/11 5:00AM現在



分担

• 吉本さん
–野外活動でのダニ対策（熱中症の話も含めて）

• 稲田先生
– コナダニ対策（粉物食品の保存）
–パンケーキ症候群など・・・

• 他
–ダニに困ってませんかーー



ダニ

• 屋内ダニ
–アレルギー（喘息、アトピー、皮疹など）
–ダニ刺虫症

• 屋外ダニ
– SFTS、日本紅斑熱、ツツガムシ病などの感染症
–ダニ刺虫症



屋内ダニ

ダニは暑くて湿った環境を好む
ため、夏に近づくにつれてベッ
ドやソファのダニはどんどん増
殖していき、7月にダニ発生の
ピークを迎えます。

ダニは、オスとメスが1匹ずつ
いるだけで2ヶ月後には100万
匹にまで増殖するほどの繁殖能
力を持っています。放置すると
ダニがどんどん増殖して、痒み
やアレルギーがひどくなってし
まうんです。

ダニは「60℃までの温度なら
生存する」「しがみつく力がと
ても強い」といった特徴を持っ
ているため、天日干しや掃除機
吸引といったダニ対策方法はほ
とんど効果がないので要注意で
す。

アレルギー 食品

ダニ刺虫症
ヒョウヒダニを捕食

ダニ刺虫症
ホームページより

アレルギー



最近、ダニ取りシート注目

ホームページより

屋内ダニ対策



ホームページより

屋内ダニ対策



コナだに
• 気温が25～28℃、湿度が75%以上の環境を好むた
め、梅雨や夏の時期によく発生します。

• 小麦粉だけでなく乾物・香辛料・パン粉・チョコレート
など、さまざまな食品で繁殖するのが特徴です。

• コナダニは比較的低温に強いため、繁殖を防ぐに
は温度より湿度を下げることが有効といえます。

• コナダニは人を刺すことはないものの、大量に湧く
とコナダニを好んで食べるツメダニが発生し、ツメダ
ニによる「棘咬被害」が発生するためとても厄介で
す。

• コナダニは生まれてからあっという間に成虫になっ
てしまいます。具体的には卵の期間が4～6日、幼
虫が1～2日、第1若虫が1～2日、第2若虫が1～2日
と、合わせて10日

• 気温は47～50℃の高温では速やかに死滅し、温度
7℃以下、湿度が50%以下では繁殖できません。

アレルギー症状が出る可能性

パンケーキの原料となる小麦にダニが混入している場合、それを食べることによりアレルギー反応を起こす症
状です。急性的なアナフィラキシーショックに陥ると、命を落とす可能性があります。

もし子供がパンケーキやお好み焼きなどを食べた後、じんましんや呼吸が苦しいといったの症状が出た場合
は、一刻も早く救急車を呼びましょう。

「パンケーキ症候群」



屋外ダニ

• マダニは肉眼でも確認できる大型のダニ。
• 成虫の大きさは3～10mmぐらいまで種類により様々で、これが
大きな特徴です。

• マダニは3～4月頃から増加しはじめ、10～11月頃が本格的な活
動期となります。

• 中には、冬季に活動する種類も。最近では、 山・公園・河川
敷・草地・庭など身近な場所での存在も問題視されています。

• 感染症の媒体になる（SFTS、ツツガムシ病、日本紅斑熱など）

SFTS：ウイルス ツツガムシ病、日本紅斑熱：リケッチア（細菌）



重症熱性血小板減少症候群
（SFTS: severe fever with thrombocytopenia syndrome ）

重症熱性血小板減少症候群の症例定義
1．38℃以上の発熱 
2．消化器症状（嘔気、嘔吐、腹痛、下痢、下血のいずれか） 
3．血小板減少（10 万/mm3 未満） 
4．白血球減少（4000 /mm3 未満） 
5．AST、ALT、LDH の上昇（いずれも病院の基準値上限を超える値） 
6．他に明らかな原因がない 
7．集中治療を要する／要した、又は死亡した。

以下の 1~7 の項目を全て満たす患者 

• 新規ウイルス、SFTSウイルス（SFTSV）、によるダニ媒介性
感染症（2011年に中国で報告、日本国内でも報告数増加
してきた。）

• SFTSVに感染すると6日～2週間の潜伏期
• 症状： 発熱、消化器症状、頭痛、筋肉痛、神経症状（意識
障害、けいれん、昏睡）、リンパ節腫脹、呼吸器症状（咳、
咽頭痛）、出血症状（紫斑、下血）等の症状が出現。

• 致死率は11.9％（6.3~30%）。
• 治療は対象療法しかない



症例

• ５８歳女性
• 山に山菜取りに行き、１週間後に３９度の高
熱、下痢、口腔内などの出血を来たし、来院
した。

• GOT上昇、ＧＰＴ上昇、ＬＤＨ上昇
• 血小板著明な低下、白血球数著明な低下
• 現在呼吸不全・心不全も合併しICU管理



疫学・感染経路など

• マダニ［フタトゲチマダニ
（Haemaphysalis longicornis ）、オウ
シマダニ（Rhipicephalus microplus ）］
が媒介する

• 男女比１：１

• 西日本に多く、宮崎県は、全国１位
（97/805)。

• 発症時期は 4 月中旬～11 月下旬ま
での春から晩秋にかけての期間。特
に、４〜６月に多い。

• 死亡例は、高齢者に多い。
• 徐々に、増加傾向にある。
• ヒトへの感染は、SFTSVを有するダニ
に咬まれることによるが、他に患者
血液や体液との直接接触による感
染も報告されている。ウイルス血症
を伴う動物との接触による感染経路
もあり得る



SFTS診療の手引きより

SFTS診療の手引きより
SFTS診療の手引きより



宮崎県

感染推定地は、県北部から県
南部まで幅広く分布しており
ますので、県内全域において
注意をお願いします。

推定感染時の活動内容は、農
作業や⼭林作業が多い
庭仕事や家の周囲の散歩でも
感染が疑われるケースもあり



症状・経過・予後

• SFTSVに感染すると6日～１４日間の潜伏期
• 発熱、消化器症状（食欲低下、嘔気、嘔吐、下痢、腹
痛）、頭痛、筋肉痛、神経症状（意識障害、けいれん、
昏睡）、リンパ節腫脹、呼吸器症状（咳、咽頭痛）、出
血症状（紫斑、下血）等の症状が出現。

• 致死率は非常に高いを超える。
• 治療は対象療法しかない。
• 合併症：血球貪食症候群（日本で報告例が多い）、症
脳症（サイトカインストームによる）、出血傾向、急性腎
障害、心機能障害（心筋炎）、横紋筋融解症



治療

アビガン効果検討中



日本紅斑熱
• 1984年に徳島県で初めて確認された新しい病気で、高熱・発疹・刺し口（さしぐち）の3つの症状が特

徴です。
• 近年、宮崎県で増加している。
• 宮崎県では、4月から12月にかけて患者が発生しています。春と夏に患者数の多い傾向があります。
• 病原体：リケッチア ジャポニカ（Rickettsia japonica）
• テトラサイクリン、ニューキノロンなどの抗菌剤効果あり（ペニシリン系、セフェム系効果なし）
• 症状は宮崎県内で多発している恙虫病（つつがむし病）によく似ているため鑑別困難（流行季節が違

う）。
• 重症化して死亡した例も報告されています。

1.高熱
39～40度以上の発熱で、頭痛や悪寒を伴い重症感があ
ります。
2.発疹
高熱とともに、米粒大から小豆大の紅い斑点が全身にで
ますが、かゆみや痛みの無いのが特徴です。（図１）
3.刺口
マダニ類に刺された部分が直径5～10mm程度に赤く腫
れ、中心部に黒いカサブタや潰瘍のようなものが見られ
ます。 （図２）

「いつごろ、どこそこの山野に入った-」
という情報が、診断にたいへん役立ちます。



マダニとる器具

17
https://www.youtube.com/watch?v=qRp7cQJNVxg



感染予防
• ディートやイカリジン成分を含む⾍よけスプレーは

⼀定の効果があるとされています。
• 地⾯に⾐服などを置くと、マダニが付着しているこ

ともありますので、着る前や家に持ち込む前には、
⾐服をはらうようにしましょう。

• マダニに咬まれても、痛くもかゆくもないこともあ
ります。屋外活動後はシャワー浴や⼊浴をし、マダ
ニに咬まれていないかを確認しましょう。

• 吸⾎中のマダニを⾒つけた場合は、無理に引き抜こ
うとするとマダニの⼀部が⽪膚内に残ってしまうこ
とがあるので、できるだけ医療機関に⾏き、処置を
してもらいましょう。

• マダニに咬まれた後に、発熱等の症状があった場合
は、医療機関を受診しましょう。また、診察の際は、
いつ、どこを咬まれたか、どのような活動や⾏動を
したかなどの情報を伝えましょう。

• ペットを家に⼊れる時には、ブラッシングをしてマ
ダニが付着していないか確認しましょう。また、獣
医師に相談してマダニの駆除剤を使⽤しましょう。

• 平成29年7⽉に国から、体調不良のネコから咬傷歴
のあるヒトがSFTSを発症し死亡した事例が確認さ
れたと通知がありました。これらの事例は、稀な事
例ではありますが、発症したネコやイヌの体液等か
らヒトが感染することも否定できないことから、
SFTSを含めた動物由来感染症の感染に留意しま
しょう。ペットの体調に注意し、体調不良の際には
動物病院を受診することや過剰な触れ合いを避ける
など注意をお願いします。

宮崎県ホームページより
https://www.pref.miyazaki.lg.jp/kansensho-taisaku/kurashi/hoken/page00173.html

小児には
ディート濃度が12%以
下の製品を使用


